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Vol.9
Hank Jones 【ハンク ・ジョーンズ】
～“ ミスター ・スタンダード ”と称された偉大なる名ジャズ ・ピアニスト～

I am Jazz! （ジャズ ・スーパー列伝）

Profile

1918年 7月 31日、米国ミシシッピ州ビックスバーグ生まれ。本名は Henry "Hank" Jones。サド・ジョーンズ（tp）とエルビン・

ジョーンズ （ds） の兄。 幼少期よりピアノを習い、 10代前半の頃から楽団等で演奏していた。 44年にラッキー ・ トンプソ

ンの推薦でニューヨークに進出し、 ホット ・ リップス ・ ペイジのバンドに加入。 その後、 コールマン ・ ホーキンス、 ビリー ・

エクスタイン等と共演。 47年初リーダーアルバム 『アーバニティ』 をレコーディング。 同年ノーマン ・グランツの JATP に参

加してツアーにも同行。 48年から 53年までエラ ・ フィッツジェラルドの伴奏を務める。 また、 チャーリー ・ パーカーとも共

演し、 52年 『ナウズ ・ザ ・タイム』 のレコーディングに参加する他、 数多くの名盤のレコーディングに参加。 57年ベニー ・

グッドマン楽団のピアニストとして初来日。 58年には歴史的名盤キャノンボール ・ アダレイの 『サムシン ・ エルス』 のレコ

ーディングに参加。 59年から 75年は CBS スタジオで活動。 その後、 ロン・カーター、 トニー・ウィリアムスと結成した “グ

レート ・ ジャズ ・ トリオ ” で数多くの作品を発表。 78年にはブロードウェイ ・ ミュージカル 『エイント ・ ミスビヘイヴン』 にピ

アニスト兼指揮者として参加。 80年代以降もメンバーを変えながら “グレート ・ジャズ ・ トリオ ” として活動する他、 積極的

に演奏活動を続け、“ミスター・スタンダード ”と称される。2008年アメリカ国民芸術勲章を受章。2009年グラミー賞 “Lifetime 
Achievement Award” を受賞。 親日家としても知られ、 晩年は毎年のように来日し、 多くの日本のファンにも愛され続けた。

2010年 2月の日本ツアーを最後に体調を崩し、 2010年 5月 16日米国ニューヨークで息を引き取る。 享年 91歳。

ジャズの発展に貢献し、その歴史に名を刻んだ名プレイヤーたち。 その人生は、楽器が異なる如く千差万別。 このコーナーでは、

そんな個性的なジャズマンたちの功績を称え、 生き様を紹介することで、 より多くの人々にジャズの素晴らしさを伝えていきたい。
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本誌編集長がハンクさんに書いてもらったサイン入り
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HJ's Great Album ここに紹介した 3枚のリーダー作品以外にも、 60枚以上の自己名義作品、 サイドマ

ンとしても 600枚を超える作品に参加しているので、 1枚でも多く聴いてみて欲しい。
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ラスト・レコーディング
ハンク・ジョーンズ

（Village Records ： VRCL-18846） [2010年当時 ]
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アーバニティ
ハンク・ジョーンズ

（Clef ： MGC-707） [Import CD]
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ハンク・ジョーンズ

（Progressive Records ： PCD-7004） [Import CD]
ハンク ・ ジョーンズ (p)、
レイ ・ブラウン (b)、
ジョニー ・スミス (ds)
11. サッズ ・ パッド 2. シングス ・ アー ・ ソー ・
プリティ・イン・ザ・スプリング 3. リトル・ガール・
ブルー 4. オッド ・ナンバー ( 他、 全 10曲） 

ハンク ・ジョーンズ (p)、 リチャード ・デイ
ヴィス (b)、 ロニー ・ ベッドフォード (ds)、
レイ ・ リヴェラ (g)
1. アレンズ ・ アレイ 2. アイム ・オールド ・ ファ
ッションド 3. ナイト ・サドネス 4. アリガト 5. リ
キャピチュレーション ( 他、 全 11曲）

ハンク ・ジョーンズ (p)、 デヴィッド ・ウォン 
(b)、 リー ・ピアソン (ds)、 ロイ ・ハーグロ
ーヴ (tp)、 レイモンド ・マクモーリン (ts)
1. チュニジアの夜 2. オパス ・ デ ・ ファンク
3. カンタロープ ・アイランド 4. おもいでの夏
5. クレオパトラの夢 （他、 全 11曲）  

ハンク＆マリリン ・モンロー ハンクの最期に立ち会ったピアニスト

1962年 5月 19日、 ニューヨークのマディソン ・ スクエア ・

ガーデンで行われた当時のアメリカ大統領ジョン ・F ・ケネディ

の誕生パーティで、 マリリン ・ モンローが 15000人も観衆の

前で 「ハッピー ・ バースデイ」 を披露したのは有名で、 その

時にピアノ伴奏を務めたのがハンクだったことはハンク ・ ファ

ンなら知っているだろう。 「マリリン ・ モンローはとても緊張し

ていて、 あがっていた」 と、 ハンクは晩年メディアに語ってい

る。 その時のマリリン ・ モンローとの共演音源は、 『Marilyn 
Monroe Rare Recordings 1948-1962』等に収録されている。

2010年 5月 16日、 ハンク ・ ジョーンズが 91年の人生の幕

を閉じる時、 その最期に立ち会っていたのは何を隠そう NY
で活躍する日本人ジャズ ・ ピアニストで、 ハンクが晩年最も

期待を寄せていた海野威雅だ。 以前、 本誌のインタビューで

師匠であるハンクとの出会い、 そして、 別れの一幕を語って

くれた。 尚、ハンクの 『ラスト・レコーディング』 にはロイ・ハー

グローヴが飛び入り参加しているが （上記参照）、 そのロイ

の現在のバンドに海野威雅が参加し、 大活躍していることは

とても感慨深く、 ハンクさんも天国で微笑んでいることだろう。

赤の色も映えるデヴ
ィッド ・ ストーン ・ マーチンが

手掛けたジャケットも素敵なハン
クの初リーダー ・ アルバム。 録音は
1947年と 1953年。 ジョニー ・ スミスと
レイ ・ ブラウンとのトリオ演奏、 ハンクの
ピアノ ・ ソロ、 レイ ・ ブラウンのベースと
のデュオ演奏による 10曲を収録。 タイト
ル通り、 上品で優雅で都会的なハンク
のピアノの味わい深さが際立つハン
ク初期の傑作。 ジャケットの素晴

らしさも含めて出来れば LP
で聴いて欲しい。

ロン・カーター、トニー・
ウィリアムスとの “ グレート ・

ジャズ ・ トリオ ” 結成直後の 1976
年にリチャード ・ デイヴィスとロニー ・
ベッドフォードと録音した作品。 1曲だけ
ギターのレイ ・ リヴェラが参加。 このジャケ
ットもデヴィッド ・ストーン ・マーチンが手掛
けている。 “ グレート ・ ジャズ ・ トリオ ” と
もひと味違うトリオのスイング感が最高。
ハンクの日本愛が溢れるアルバム ・
タイトルとタイトル曲は日本のファ

ンには堪らない。 こちらが感
謝したいくらい。

2010 年 5 月 16 日、
91歳で天に召されたハンク

が亡くなる約 3ヶ月の 2月 24日、
ソニー ・ ミュージック乃木坂スタジオ
にて自身が率いる “ グレート ・ ジャズ ・
トリオ ” 名義でのラスト ・ レコーディングを
収めた作品。 ブルーノート東京公演２日
後のレコーディングで、 その公演最終日
に飛び入りしたロイ ・ハーグローヴも急
遽レコーディングに参加した。 アル
バムのラストを飾るハンクのソロ

による 「君を想いて」 はひ
と際胸を打つ。

この曲はジャズ ・ サックス奏者ジョン ・ コルトレーンが作曲した

名曲。 1959年に自身のカルテットで初演し、 翌 1960年にアト

ランティック・レコードから発表したアルバム 『ジャイアント・ステッ

プス』 のタイトル ・ ナンバーとして 1曲を飾っているコルトレーン

の代表曲の 1つ。 目まぐるしいコード ・ チェンジと音数の多さで

知られる曲で、 “ シーツ ・ オブ ・ サウンド ” と形容された。 後に

CD 化に伴って、 ボーナス・トラックとして 6テイクが追加された。
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Jazz Standards （ジャズ名曲列伝）　 Vol.23
~ Giant Steps 【ジャイアント ・ステップス】 ~

  　ジョン ・ コルトレーン 『ジャイアント ・ステップス』

　　ニースル ・ペデルセン＆サム ・ジョーンズ　『ダブル ・ベース』

　　トミー ・ フラナガン 『ジャイアント ・ステップス』

　　ケニー ・ギャレット 『追求～コルトレーンに捧ぐ』

　　ジョーイ ・アレキサンダー 『マイ ・ フェイヴァリット ・シング』

★ この名曲が聴けるお薦めのアルバム


